切 さうな 様子で も あり、 幾分 勝ち誇つ たやうな 皮肉 さ 

うな 様子 もあって、 まるで 試験 台に 乗せられて ゐるゃ 

うな 気持が した 伊東 伴 作に は、 一つ一つの 気配が ピ 

シく とこた へた。 すると 紅 庵 は、 さう いふ 伊東 伴 作 

うちかぶと 

の 内兜 を 見 透した やうな 穿った 調子で 再び 言葉 を つ 

ぎた し、 

「 一 人く らゐ 隠し 女 を 持たなかったら、 一 人前の 男ぢ 

やない よ」 

と、 いかにも しみん \ した 顔 付で 言った のが、 伊東 

伴 作の 気にさ はった が、 じり/ \ した 気持 を 起しな が 

らも、 伴 作の 心の 流れ は 紅 庵の 言葉の 魅力に 自づと 傾 



かった。 全てが 実際 あ つた やうに 思 はれない 気持が つ 

づ いて ゐた。 

翌日の 正午 頃に は、 ぢ りくと 押へ きれない 焦燥が 

つのって きた。 それでも 三時 頃まで は 店へ でたり 又ぶ 

ら/ \ と 居間 へ 戻って 寝ころんで みたり しながら、 

苛々 する 時間 をつ ぶして ゐ たが、 三時の 音で 立ち上 つ 

て 藤 子の 下宿 を 訪れた。 行って みると 雨宮紅 庵が そこ 

にゐ て、 藤 子と 話し こんで ゐた。 

紅 庵 は 自分の 部屋に ゐる やうな 寛ろ ぎ かたで、 すつ 

かり 腰 を 落 付けて 勿体ぶって 喋って ゐ たが、 伊東 伴 作 

は 嫉妬の 苦痛 を 感じなかった。 寛ろ いだ 話しぶ りに も 



アバ アトの 管理人の 話 をき くと、 引越しに は 一人の 

男が 手伝 ひに 来て 何 くれと 世話 をして ゐ たと 言 ふの だ 

つた。 男の 眼 付が ひどく 窪んだ 感じであって 頰 骨が ひ 

どく 目立つ 顔 付だった とい ふ 話 や、 耕の 着物で 帽子 

を 阿弥陀に 被って ゐ たとい ふ 話から 考 へて みると、 そ 

つくり 雨宫紅 庵に 当てはまる 人柄と しか 思 はれな か つ 

た。 そこへ 別な 手掛 りが あった。 ちゃう ど 引越しの 前 

日 あたり、 伊東 伴 作が 藤 子の 宿へ 出掛ける 時間に、 雨 

宫紅 庵に 紛れの ない 人物が その 道順の 途中に 当る 露路 

の 奥に うろ/ \ す るの を 認めた とい ふ、 店の 者の 語る 



かくま 

匿 ふ 場所に 窮 して、 安全な 隠れ家 を 探した あげく、 伊 

東 伴 作に 女 を 一 時 まかせて おくと いふ 手段の ある こと 

を 発見した。 とい ふの は、 伊東 伴 作 も 幾分 紅 庵に 似た 

ところの ある ディレッタントで 頭の 中には 過剰す ぎる 

考へ ごとが 渦まい て ゐても 実行力 はない とい ふ、 すく 

なくと も 紅 庵の 考へ では 自分の 親類 筋の 一 人の やうに 

見当 をつ けた 形跡が ある。 伊東 伴 作に 女の 身柄 を 預け 

てお くぶんに は、 女の 身体が 汚される とい ふ 心配 はま 

づ ないやう に 計算した ので はないだら うか？ 女 を 連 

れて くる 早々、 男と 女の こと だから 自然に 二人の 関係 

が 身体の， J とに 進ん で み て もやむ を 得な い - J とぢ やな 



それ以上の ことになると 巧みに 言 を 左右に して、 急 

に 音楽 を 論 じたり しながら 全て を 有耶無耶に 誤魔化し 

そうそう 

去った が、 忙しい からと言って 匆々 に 腰 を あげ、 藤 子 

の 住所 だけ 知らせて 帰って いった。 

新ら しい 下宿 を 訪ねて みると、 谷底の やうな 窪地の 

恐ろしく 汚い 家の 二階だった。 階下に は 軍隊 手袋 を 内 

職に して ゐる 婆さんが 脇目 も ふらずに 仕事 をして ゐた _ 

つれあい 

その 連合 は 郵便局の 集金人で、 ほかに 家族 はない さう 

だった。 

過失 を 怖れ 怯えた 様子で 出て くる ものと 思った 蔣子 

が、 顔に は 単純な 喜悦の み を 漲らし、 喜びの 叫び を あ 



たのが 癩に さはって、 こんな 悪戯 をした のでせ うよ。 

やり かねない こと だ わ」 

と、 なんとなく 神経の 鈍い 感じの する 藤 子が それと 

なく 紅 庵のから くり を 勘づいて ゐ たらしい 口 振 も 伊東 

伴 作の 予期せ ぬと ころで、 いささか 彼 を 驚かした が、 

幾分 ためらつ たのち 続いて 藤 子の 言 ひだした 言 葉 は 

愈々 伴 作 を 面 喰 はした。 

「あの人の する こと はなん となく 秘密く さく つ て割リ 

きれない ものが ある やう だ わ。 人の 知らない ところで 

しょつ ちう コソ/ \ 企らん でる ことがある やうな 感じ 

よ。 あたしに 家出 を させた のなん かも、 近頃 考へ てみ 



ると、 なんだか 企ら みが ある やうで 気味が 悪い わ」 

「紅 庵が わざく 君に 家出 を させたん だって！」 

「さうな のよ。 いったい 私の ハズ つての が 性的 無能者 

なの。 酔っ払 ふと 誰に でも その 話 をして 泣き だしち や 

ふから、 雨宮 さん も そのこと を 知って ゐ たわけよ。 も 

うかれ これ 一 年 近くに な るんだ けど、 ハズが 無能者 だ 

つて ことが 分って 以来 —— ^ 」 れは 近頃 思 ひ 当 つたの よ、 

雨宫 さんの 遊びに 来 かたが 頻繁に なった し、 それに、 

私 や 私の ハズに 向って 話す ことが いつも 決まって 人間 

は 面白お かしく 暮 さなければ 損 だとい ふこと なの。 つ 

まり 貞操 だの 一夫一婦 だのって ことに 拘泥せ ずに、 も 



てゐる やうで、 あの人 自身の 野心なん か 一 つ だって 見 

当らない 様子 だから、 ほんと に 頼りに なると 思った の 

よ。 まるで 魔術に かけられた やうに ふら/ \ 家 を 出ち 

やった の。 でも 貴方のお うちへ 始めて 伺って、 この 人 

は 女優に なりたい さう だけど、 なんて 言 ひだされ た 時 

に は 吃驚した わ、 どうせ 貴方が 拒絶す る こと を 見抜い 

ておいて、 恰好 だけで もっけて おくた めに 言った こと 

かも 知れない けど、 私の 方ぢ やそん な こと を あの人に 

言 つ た 覚え もな し 日頃 考 へ た 記憶 さ へない ほどなん だ 

もの、 ほんと に 吃驚し ちゃった わ」 

「それ ぢゃ 君の ハズ つて 人 は、 西 沢と いふ 詩 を 書く 人 



こと を 言って ゐ たが、 それ ぢ やなんだ ね、 紅 庵 はもう 

その 頃から 君の 家へ 繁々 通って ほんと に 浮気 を 奨励し 

てゐ たわけ か。 さう いへば あの 当時 も、 どうだい 二号 

にす るつ もりなら 世話 をす るが とい ふやうな こと を、 

これ は 冗談 半分だった が、 きいた やうに も 覚えて ゐる 

…：- J 

伊東 伴 作の 脳裡に は、 今まで 無意識の うちに 気付い 

てはゐ たが 別段 それ を 明瞭な 形に まとめ あげる 機縁 も 

なく 必要 もなかった 雨宫紅 庵の 裏面の 姿が、 一気に 

歴々 と 浮きで たやうな 思 ひがした。 伊東 伴 作の 記憶 を 

迪れ ば、 雨宫紅 庵が 藤 子に 関心 を 持ち だした の は 一年 



以上 も 昔の ことに さかのぼる。 実際 は それ以上の、 恐 

らく 紅 庵が 始めて 藤 子 を 見た 時間から 彼の 秘密の 姦淫 

は 育ち はじめた と 見る こと もで きょう。 あの 頃の こと 

を 思 ひだす と、 紅 庵 は 藤 子の こと を 語る たびに、 藤 子 

が 自分に 気の ある やうな、 殆んど 藤 子に 口説かれ かね 

ない 形勢に でも ある やうな ひどく 思 はせ ぶりな 話し方 

をす るかと 思 ふと、 藤 子の 正体が 白痴の やうに 単純で 

余りに ナ.. X -— ヴ であるた めに、 内に あ ふるる やうな 肉 

感を 蔵して ゐて もなん とも 可憐で たうて い 手 なぞ は つ 

しみじみ 

けられな いの だと 妙に 泌々 言 ひだしたり、 そんな こと 

を 言って るう ちに 自分の 感傷に ひ きづら れた 形で、 ムマ 



よって、 自らの 医し 難い 情慾 を ひそかに 慰めよう とい 

ふ 、 さう い ふ 変態的な 力 ラクリ が 潜在した であら う マ J 

と は 必ずしも 言へ ない ことで はない やうだった。 或 ひ 

は 又、 無能者 を 良人に 持つ 美貌の 一女 性が 医され ぬ 性 

慾 に 身悶え して 道ならぬ恋に 走る とい ふ、 必ずし も 藤 

したがって 

子に 限った ことで はなく、 従 而紅庵 自身に 直接 何等 

の 関係 はなく とも、 単に さう いふ 事柄の もつ 何やら 息 

づ まる やうな あくどい 情慾の 雰囲気 だけが 已 にして 彼 

に 好ましかった のか も 知れない。 所詮 雨 宮紅庵 は 何時 

に 限らず 自身の 恋 を 自身 の ものと して 完成す る こと は 

できさう もない 男であって、 他人の 恋 を 垣間見ても そ 



伊東 伴 作が やや 驚いて 藤 子の 顔 を 見直す と、 

「あたし だって —— 」 

と 藤 子が 紅潮した 顔 を あげ て、 その 言葉 を摑 みだす 

やうな 激しい もの を 感じさせながら、 

「命 も いらない やうな 激しい 恋愛が してみ たいと 思 ふ 

わ」 

と 答へ たので、 伊東 伴 作 は 益々 もって 面 喰 はずに ゐ 

られ なかった。 そろ/ \ 自分の 国 を 出外れて、 よその 

国 へ 踏み迷 つ てきた やうな 勝手の 違 つた 感じさ へし は 

じめ たが、 面 喰って 戸惑 ふよりも、 どうやら 陶然と す 

る やうな 何やら 一 脈 爽快 味の ある 異国 情趣に 打 たれた 
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